
開催方法 

講師 

危機管理・安全管理研修とは？ 

　

• 加藤 真希 氏

　（平和村ユナイテッド）

• 山形 文 氏

　（プラン・インターナショナル・ジャパン）

• 折居 徳正 氏

（NGO安全管理イニシアティブ（JaNISS））

団体や事務所の運営・安全管理

に責任を負う方の参加歓迎

対象者 

応募方法 

• 直接コミュニケーション重視の対面形式 
• 団体同士でニアミス・事件・事故等から

の教訓を共有し、実例から相互に学ぶこ

とが可能。

• 1日目が「善管注意義務と安全管理計画」2日

目が「安全リスクの評価と管理」の2日間で構

成されます。

• 各団体の経営管理者が法的に負っている善

管注意義務に基づいた安全管理計画の必要

性とその立案について理解を深めた上で、組

織のミッション、事業内容、活動地等に応じ

て、自らリスク評価と対策を行えるようになる

ことを目指します。

• 講師はUNHCRの安全管理トレーナー養成研

修を修了し、NGO等での運営と現場経験が豊

富なトレーナーが、参加者の学びをファシリ

テートします。

JaNISS　危機管理・安全管理研修 
－安全管理者向け研修@大阪－

募集定員：25名

応募締め切り：2023年6月1日 (木)

応募方法：下記リンクかQRコードより

応募フォームに記入の上ご応募ください。

応募フォームリンクへ 

9日6月 10日▶▶

FRI SAT

10:00～18:00

対話と経験共有を重視した研修スタイルで実施 

2日間とも

・国際協力NGO及び市民社会組織スタッフ

・研究者、学生・院生を派遣する大学関係者

・ODA関連企業、国際機関等（空席次第）
　

理事や事務局長、事業部長、総務担当者等、

運営と安全管理に責任を負う方、

知識や経験のレビューを行いたい方に

おすすめです!
　

会場：モネ本町北
　　　　（OWL瓦町ビル701号室）

https://forms.gle/XTS754aUH6R6hdna8


研修内容 

1日目

6月9日（金）10:00-18:00 

　善管注意義務と安全管理計画

　・組織の安全管理体制と善管注意義務

　・安全管理計画と計画作り

　・安全管理を機能させるための方策

　・安全管理の実施に向けて：課題とグッド

　　プラクティス

2日目

6月10日（土）10:00-18:00 

 　安全リスクの評価と管理

　・安全リスク評価

　　‐脅威の評価

　　‐脆弱性の評価

　・安全リスク管理

　　‐リスクの特定と対策

　　‐事業の緊要性と受け入れ可能なリスク

参加者の声 

主催・問い合わせ先 

• 今まではどういうふうにリスク対策をすればいい

のかイメージが湧いていなかったが、今回包括的

に安全リスク管理について学べ、以前より自信が

つきました。

• 他団体の様々なバックグラウンドの方々の意見

を聞くことができて有益でした。

• 素晴らしい内容の研修をありがとうございます。１

日目をオンラインで受けたので対面での研修の

大切さを実感しました。やはり対面の方が勉強に

なります。

• 講師の方々が実際にあった具体例を多数盛り込

んで下さり、具体的な状況とその対応、そこでの

議論などがよく分かり、より身近に安全管理を考

えることができました。

【主催】NGO安全管理イニシアティブ（JaNISS）　【協力】（特活）ジャパン・プラットフォーム

コーディネーター　折居（JaNISS）   n_orii@janiss.net

運営担当　仲井（（特活）関西NGO協議会）　 yukako.nakai@kansaingo.net

参加費 

• JaNISSメンバーNGO所属：3,300円
　

• JPF加盟NGO所属：3,800円
　

• 上記以外の市民社会組織・大学所属：5,300円
　

• 市民社会組織以外の所属（政府機関、

　　 国際機関、企業等）：10,300円
　　

　※前後半どちらか一方のみの参加の場合、

　　上記金額の半額です。

　※支払先は後日通知します。

　※原則Peatix でのお支払となりますが、

　　振込をご希望の場合は個別対応可能です。

※１日目の「善管注意義務と安全管理計画」、2日目の「安全リスクの評価と管理」、いず

れか1日の参加も可能です。


